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この林も今頃になるとすっかり
濃い緑に葉の色が定着する。い
つものように人に例えるとそろそ
ろ大人を迎える高校生高学年の頃
かと思う。これから夏の間上層の
葉は太陽光をしっかりと受け取り
下層の葉は光を遮り地面に他の木
を生えないように抑え、周りの木
と相まって自分好みの森を作る。
森の共生圏の完成だ。人間と同じ
で自分たちが住みやすい環境を作
る。ここで人間が手を入れなけれ
ばそのうち原生林となるのだろう！
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木の葉はしっかりと太陽の光を
受け止め葉で作られた養分を木
の幹及び根っこに一生懸命送っ
ているのだろう。人間でいえば
壮年後期人間でいえば一番手の
かかる時期でもある。またこの
林全体の根っこを通してのネッ
トワークを固めている時でもあ
る。動物の群れと同様にこの林
全体がそれぞれの木から養分を
もらい林の集団としての活動を
しているのだろう。多分この林
を永遠に存続させているようだ。
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しっかりと働いた木の葉がゆった
り、落ち着いた時期だ。多分人間
では60歳前後の頃だろう。これか
ら広葉落葉樹は葉の色を黄色に変
えていく時期なのだろう。向こう
の林では一部の木がすっかり黄色
くなっている。一仕事終えた静け
さの中にいるようだ。今日は走っ
ている人は見かけず、ゆったりと
散歩を楽しんでいる人が見受けら
れた。林も人も壮年から老人に向
かう時期の様だ。
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そろそろ木々が色づき始めた。
この林は照葉落葉樹から練って
いるため、冬にはすべて葉を落
とす。次第に枯葉が積もってい
く時期だ。人間で言うと６０歳
～70歳というところか！この１
年間たっぷりと養分を根っこに
移して、また幹の成長を助け、
来年の若葉に繋げていく大事な
時期でもある。しかしながら葉
っぱは枯れて自由になれるとき
でもある。葉が枝から離れ束の
間の自由を得るときでもある。
落下して地面に落ちるまで！
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大夫期の葉も色づいているが、
またまばらになってきた。少し
づづ落葉していくようだ。先に
も書いたが木の葉が木の枝を離
れる瞬間、一番自由に飛んでい
られる時期だ。しかしこの時葉
の寿命、死は確定された瞬間で
もある。しかしながら初めて自
由を手に入れた瞬間で見ある。
多分、人間が定年退職を迎え、
自由を手に入れた瞬間と同じだ。
死が差し迫っているのに！
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すっかり木の葉は落葉したよう
だ。特に強い風は吹かなかった
ので静かに葉は役目を終えて散
ってしまったのだろう。もう
木々は来年の準備のため、若芽
を醸成しているようす。１年間
散った葉が集めた養分で次世代
の若い目を育成しているのだろ
う。毎年ここでは世代を越えた
営みを繰り返してきたのだろう。
何百年とそしてこれからまた何
百年か先まで、時を超えた営み
を人間など全く気にせずに続く！
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まだまだ寒い。じっと耐え忍ん
でいる季節か！しかしこの林に
は希望がある！もう少しだ！
林の小道ではリタイアした連
中が健康づくりだといわんばか
りに走る。走る。彼らには多分
希望はないのだろうが!
だが春は必ず来る！頑張れ！春
が来ても何をするのだろう！
この林には、また森づくりが始
まるのだが！
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この林の写真を撮り始めてから
ほぼ１年が経過した。１枚/月位
の頻度で、定点観察をしてきた。
まさに今の季節から新緑が萌え
始める。毎年繰り返す日々の営
みが鮮やかに見える。私から見
れば毎年同じことが繰り返され
て見えるが、林はゆっくりと着
実に佇まいを変える。これから
先なん百年も林全体が成長する
のだろうが見た目はほとんど変
わらない。方丈記にあるように
人の世は常に変わってしますのに


